
 

 

 

 

 

公益財団法人東京都農林水産振興財団 

 

令和６年度 経営目標 

  



 

１ 基礎情報 

 

2023 年 8 月 1 日現在 

 

 

役員数 10 人 (都派遣職員 2 人 都退職者 2 人）

常勤役員数 2 人 (都派遣職員 1 人 都退職者 0 人）

非常勤役員数 8 人 (都派遣職員 1 人 都退職者 2 人）

186 人 (都派遣職員 120 人 都退職者 3 人）

46 人

1,187,480 千円

765,000 千円

64.4 ％

199,450 千円

13,500 千円

12,000 千円

197,530 千円 その他 49

その他資産

東京都立川市富士見町3-8-1

（定款第３条　目的）

東京都内において、農林水産業の担い手の確保・育成、経営基盤の強化、森林整備、試験

研究の推進と成果の還元、農林水産資源の拡大などを通じて、食と緑に関する都民生活の

向上に貢献するとともに、環境と調和する農林水産業の振興を図ることを目的とする。

（１）農業の担い手の確保・育成、経営基盤の強化に向けた支援など農業の振興に関する

こと。

（２）分収林など森林整備、森林循環の促進、林業経営の支援など林業の振興に関するこ

と。

（３）緑の募金及び緑化の推進に関すること。

（４）環境と調和した農林水産業の振興に関すること。

（５）農林水産業についての都民等への情報提供、普及啓発に関すること。

（６）農林水産業に関する調査・試験研究及び成果還元、並びに農林水産資源の拡大に関

すること。

（７）その他この法人の目的を達成するために必要な事業

貯木場建物及び構築物（東京都青梅市）　　　　　　　　　　　　　　等

所在地

団体の使命

事業概要

役

職

員

数

他の出資（出捐）

団体及び額

※団体の統合前に都が出資（出捐）した分も含む

団体

農業協同組合・農業協同組合連合会等

森林組合・森林組合連合会等

再雇用・

非常勤職員数

漁業組合・漁業組合連合会等

設立年月日

基本財産

都出資（出捐）額

都出資（出捐）比率

1991年3月1日

常勤職員数



 

２ 令和６年度 経営目標 

（１）経営目標設定にあたっての背景・課題 

東京の農林水産業を取り巻く環境は、高齢化や後継者不足等厳しい状況が続いている。このような中で

も実効性のある事業を提案・実施していくため、当財団として以下に取り組んでいく。 

 ・公益財団法人として、適切な収支バランスを維持 

 ・主事・主任層の企画調整能力や業務執行能力の強化 

 ・更なるオンライン化の推進により、手続き方法に関して利用者の選択肢を広げることで QOS を向上 

 ・多岐にわたる事業の利活用増進のための情報発信の強化 

 

（２）令和６年度経営目標における５つの指標 

【指標１】 経常比率 

令和６年度目標値 100％ 

過年度実績 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

99.7％ 100.3％ 100.2％ 

指標及び目標設定の

理由 

・財務状況について、過去 3 か年の実績を鑑みて、目標とすべき経常比率として

目標数値を設定 

目標達成に向けた具

体的な取組 

・収入の確保と支出の適正化を図り、公益財団法人として会計全体で収支が均

衡するよう努める。 

 

【指標２】 他組織と連携した研修の実施人数（主事・主任級固有職員対象） 

令和６年度目標値 ３人 

過年度実績 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

３人 ３人 ３人 

指標及び目標設定の

理由 

・財団内の限定的な枠内だけではなく、異業種や都庁の職員との交流を広げるこ

とで、職員の企画調整能力や業務執行力を高める。 ・主事・主任級固有職員

数や過去の実績から「ALIVE」は 2 人、都庁への長期派遣研修は 1 人とする。 

目標達成に向けた具

体的な取組 

・異業種交流型研修「ALIVE」（2 人派遣目標）や都庁への長期派遣研修

（1 人派遣目標）に取り組む。 

  



 

【指標３】 コンプライアンス研修の受講率 

令和６年度目標値 100％ 

過年度実績 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

98.4 ％ 100.0 ％ 95.7 ％ 

指標及び目標設定の

理由 

・東京都の政策連携団体の職員として、公務職場と同等のコンプライアンス意識を

習得させる。東京都からの補助金、委託料によって、事業を実施していることを認

識し、都民や事業者の信頼を得られる職員を育成する。 ・事故を未然に防ぎ、

適切に業務運営を行うため、受講率 100％を目標とする。 

目標達成に向けた具

体的な取組 

・当財団では、毎年度、コンプライアンス研修を実施してきたが、令和 5 年度より対

象をアシスタント職員にも拡大した。今後も、各職員に受講させる。 

 

【指標 4】 プロポーザル審査会におけるプレゼンテーションのオンライン対応率 

令和６年度目標値 100％ 

過年度実績 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

過年度実績なし 過年度実績なし 過年度実績なし 

指標及び目標設定の

理由 

・これまで、プロポーザル審査会におけるプレゼンテーションは対面で開催していた

が、オンライン参加を認めることで、事業者及び審査委員にとって、より参加しやす

い環境を提供するため（プロポーザル審査会の例年の年間開催件数 10 件程

度） 

目標達成に向けた具

体的な取組 

 

・令和 6 年度第 3 四半期以降に開催するプロポーザル審査会について、希望す

る事業者及び審査委員がオンラインでプレゼンテーションに参加できる体制を新た

に構築する。 

 

【指標５】 東京農林水産に係る情報閲覧数 

令和６年度目標値 400 万件 

過年度実績 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

435 万件 340 万件 設定なし 

指標及び目標設定の

理由 

・当財団内に設置している広報委員会で設定した KPI 指標。過去実績や提供

する情報量・更新頻度等を勘案し、目標として適切な閲覧数であると判断したた

め、この数値を採用した（令和 3 年度は当指標自体設定なし）。 

目標達成に向けた具

体的な取組 

・TOKYO GROWN（ウェブサイト、Instagram、Facebook）による情報発信

を行う。 

 


